元雑劇を生んだもの : 散曲との関わりを中心に by 小松 謙
　
元雑劇は、中国における戯曲の最高峰といわれる。事実、皇帝皇后
から物乞いに至るまで、社会の全階層を扱う題材の幅の広さ、白話による生動した表現から多くの典故を踏まえた文雅な曲辞にまで至る表現方法の幅の広さ、そこに描かれる人生の真実、特に、かつて文字の世界で扱われたことがなかった庶民や差別に苦しむ人々の生活を生き生きと描いたこと、 そして一部の作品に示されている尖鋭な社会批判、いずれも最高峰と呼ばれるにふさわしいものである。  では、なぜこの時期に突然このような成熟した演劇が出現したので
あろうか。この点につ ては、吉川幸次郎氏の『元雑劇研究』以来、科挙制度の廃止もしくは縮小の結果と て知識人が立身 道を失い、かつては近づこうとしなかった演劇創作に手を染めたからであ という説がとなえられてきた
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。筆者は更に、モンゴル・元の時期（以







　「救風塵」は、元雑劇最大の作家とされる關漢卿の代表作である。確かに、波乱に富んだ緊密な物語 展開、そこにこめられた社会性、見終わった後に訪れるカタルシス、どれを取っても傑作の名に恥じない。この雑劇の最大の新しさは、主人公である妓女趙盼兒の性格と言動にある。趙盼兒は、妓女という身の哀しさを嘆きつつ、男を手玉に取ることこそが稼業であるそ 腕をふるって、妹芸者を救うため、横暴な男性原理の権化ともいうべき周舍 罠にはめる。　従来文学作品に現れる妓女は、基本的に詞の世界に現れるいとしい











後に後悔して男のために尽くし、科挙に合格させた上で添い遂げるこの女性は、確かに独自の個性を持っているといってよい。しかし、これとても男 尽くす道を選んだ妓女を士大夫の立場から評価してやったという段階を出るものではない。 「救風塵」においては、妓女は男を騙して財を巻き上げ ことがその生業であり、横暴な男を欺くことは当然の権利として認められる。そ 一方で、男と添い遂げようとしても、所詮妓女の身では難しいという悲しみ、あるいは妓女だったという理由でまともに扱っ らえない怒りも、特に第一折で延々とうたわれる。男の立場から描く都合のい 女ではなく、生身の妓女がそこに描か ていることが、 「救風塵」 名作たる所以と ってよ 。なぜ關漢卿はこのような新しい人間像を描き得たのか。　
同じ關漢卿に「金線池」という作品がある。この作品の主人公杜蕊
娘も妓女だが、男嫌 の趙盼兒 は異なり、最初の部分で知識人 韓輔臣と知り合って恋人にな 韓輔臣 学問にも遊芸にもすぐれた色男だが、杜蕊娘と結婚しようとし 、金がないためそ 母 追 出され、それでも科挙受験に行こうとせず、杜蕊娘に執着し続ける。つまり、韓輔臣は恋人としては非常 誠実な人間である。ところが、正旦の杜蕊娘は 第二・三折において男の不 を非難し続けるのである。これは不自然ではなかろうか。　
更に、やはり關漢卿の「切鱠旦」 （通常『元曲選』に基づいて「望
江亭」と呼ばれるが、こちらの方が正式名称と思われる）の第一折を検討してみよう。この場面においては、 旦である出家志望 未亡人譚記兒が、親しくしていた女道士白姑姑の罠 はまって、結局白姑姑
の甥白士中と結婚することになる。前半では譚記兒は独り身の寂しさと出家生活のよさをうたっており、後半における突然の心変わりはさすがに不自然に感じられる。無論、豹変ぶりが面白いという評価も可能ではあるが、それにしてもこの主体性のなさは、その後夫を救うために魚売りに変装して権力者に接近し、セクハラを誘発して相手 逆に陥れるという大活躍を示す彼女の性格とは合致し いように思われる。　
一方、 作者不明の三国志劇「博望燒屯」元刊本の第一折においては、
劉備から出馬を求められた諸葛亮は、 【油葫蘆】 【天下樂】の二曲 わたって俗世の名利に関わるの ごめんだと退隠の志 述べ 更に、功を立てても用済みになれば抹殺されるだけ から 居する方がよいと【那吒令】 【鵲踏枝】 【寄生草】 【么】の四曲にわたってうたう。出馬を拒否するために退隠がよいというのは もかく、そうした側面 ほとんど持たない劉備 対して功臣の抹殺に言及 るのは、やはり不自然に感じられる。しかも、合計六つの曲牌に たってこうした本題からかけ離れた内容をうたうのはいかにも不可解であり、実際明朝 宮廷上演用テキストであ 内府本で 、後の四曲はすべてカットされている。　
ここにあげたのはほんの一例であり、同様の事例は、元雑劇には枚







だ、場としては「枸（构・句・勾）欄」と呼ばれる商業劇場、それに寺廟の舞台があったほか、戯文「宦門子弟錯立身」などに見えるように、高官や富豪の屋敷における上演、つまりは明清の堂会演劇と同様のケースもあったようである。そして、いずれの場合であろうと、一部の素人演劇を別にすれば、 演者は原則として楽戸であった。楽戸は、音楽・演劇を担当する人々、つまり妓女・俳優・楽師らであり、彼らは身分を固定され、他の戸籍に属する人間との自由な婚姻を禁じられていた。この状況は歴代大きく変わること ないが、元代は、モンゴル人の職能主義 発想ゆえに、他 時代に比較すれば差別がはるかに緩やかであっ とはいえ、固定した身分であり、ある程度の社会的差別を受けていたことはいうまでもない。実際 鄭思肖らがいう「八娼、九儒、十丐」 （娼は楽戸、丐 物乞い）という被害妄想ゆえ 言い回しは、楽戸に対する強い差別意識を前提と もので に違ない。　
そして、雑劇の演者である楽戸の中でも、中核的役割をになってい
たのは妓女であった。妓女が多様な役柄を演じていたことは、元一の妓女列伝である夏庭芝の『靑樓集』にあげられて る名妓たちの得意とする役柄から明らかに見て取れる。 「雜劇爲當今獨歩」という珠簾秀は、 「駕頭・花旦・軟末泥」すべてに通じ という。 「駕頭」 は皇帝役、 「花旦」は妓女役、 「軟末泥」は文弱な男性、つまり書生役と
いわれる。この点から考えて、 「駕頭」の皇帝も、 「漢宮秋」の元帝のような軟弱な二枚目役であった可能性が高い。順時秀も「閨怨」に最もすぐれ、 「駕頭・諸旦本」にも巧みであったというから 役柄は大差ないことに る。天然秀も同様であり、美女と二枚目役を得意とする妓女が多かったことは見て取れるが、一方では國玉第（帯？） ・天錫秀・賜恩深・平陽奴のように「綠林雜劇」 、つまりアウトロー専門にしたという妓女も る。美しい妓女が荒々しいアウトローに扮することが特殊な魅力を醸し出したのかもしれない。　
ともあれ、他にも趙偏惜・朱錦繡・燕山秀のように「旦末雙全」と
いう表現が複数認められること ら見て、妓女が男役に扮することが珍しくなかったことは間違い い。無論、 「藍彩和」雑劇 見られるように、男役は男 演ずる方が多かったはずであ とはいえ、やはり『靑樓集』に妓女の夫が役者（末泥・副浄など）であった例がかり見られるように、男たちにしても妓女同様、楽戸に属する人間であった。　
妓女は原則としてすべて官妓であり、官僚の宴席に侍るのはその重








名称があり、金では院本、南宋では雑劇と呼ばれる演劇が行われていたというのが通説であるが、詳細はもとより不明であ 。ただ、 『東京夢華錄』巻五の「京瓦伎藝」には、 「敎坊減罷
温習」 、つまり教坊
が削減 ・ 廃止された時や、 十日に一度一般に公開された練習の際に 「弟子」 の薛子大らが 「般雜劇」 、 つまり雑劇を上演した ある。 「弟子」 は、元来は玄宗の「梨園弟子」から来た語かと思われる 、宋代以降は妓女を意味する言葉として用いられるのが一般である。また 同書巻六「元宵」には、元宵節に宮城の正門である宣德門に向かい合う舞台において、 「敎坊」と「鈞容直」つまり軍楽隊と「露臺弟子」が「更互雜劇」 、つまりおそらくは入れ替わり立ち替わり雑劇を演じたとある。「露臺弟子」とは、おそらく外教坊の妓女 こと ないかという
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知識人が制作することが始まり、それがモンゴル ・ 元へと受け継がれ、南宋の滅亡とともに南方にも波及することになる。ただ、曲自体はおそらく以前から芸能に用いられていたものであり、金代後期から知識人が の形式で創作を開始したというのが実態だったに違いない。これらの状況と、 先に見た元の状況を考え合わせれば、 雑劇（及び院本）は一貫して妓女 深い関わり 持ってきたことになる。　
ここで雑劇の内容を確認してみよう。元雑劇の内容は極めて多岐に










の、道化的男女が唱い踊りつつ戯れるというものである。元雑劇においても『西廂記』の張生と紅娘のやりとりなどにそ 名残は認められるものの、 その大半は祭祀性からはすでに遠ざかっている。神仙物も、もとより道教の祭祀と無関係であるはずはないが、元雑劇において宗教性がそれほど強くは感じられず、より洗練された 一方で娯楽性の強いものになっている。同様のことは 時代物 公案物においても、程度 差こそあれ認められ　
これは、世俗化・商業化が進行した結果として、当然起こるべくし




とにふれた。つまり、 「雑劇」と呼ばれる 劇は その初期から妓女によって演じられていたのであり、それが元代にまで及ぶ とはすに述べた通りである。そして、そうした形で雑劇を演じることは、同
時に妓楼の宣伝という目的をも持っていたに違いないこともさきに述べた通りである。では、彼らが演じていた雑劇の内容はどのようなものだっ のであろうか。　
ここで参考になるのは、日本における歌舞伎初期の状況である。地





り、明清の堂会 劇と同じような形で、一種 お座敷芸と て妓楼で雑劇の一部が演じられることもあったかもしれない。雑劇の曲辞が宴席でうたわれた可能性は更に高い。雑劇と同じ形式 る套数によ散曲が存在し、小令に比べて白話的な語彙を多用して、より卑俗かつストーリー性のある内容をうたう傾向にあること
＊７
は、妓女が唱う





の妓女であり、妓楼の客の多くは知識人であった。そして、知識人が散曲を作り、それを 女が唱うという状況が存在し というより、知識人が散曲を作るという行為自体、こうした妓楼という場から発生したものだったに違いない。更に、恋愛劇に もう一つ、 『西廂記』に代表される良家の子女と知識人を主役とするものもある。ここで良家の子女を演ず のも った。　
つまり、妓女を演ずる妓女を観客が見る時、それは実生活における








は閨怨物（及び男性側からのいわば逆閨怨物）と退隠物（世の空しさをうたうものを含む）である。この二種で散曲全体の半分程度を占めるといってよい。また、この二種以外 中ではかなり大きな割合を占めている宴席の作 、 その多くは妓女を詠み込んで閨怨的要素を含む。更に、閨怨物の変形としての妓女生活のつらさをうたうものや、逆閨怨物の変形として 「子弟収心」 つまり遊び人 改心をテーマ したものがかなりの数存在する。　
そして、雑劇の多くも、実はこれらのテーマと深く関わる内容を持











































































































































る。宋方壺のように妓女を批判する内容も、妓女の口から出れば、そうした行為を強いられる の悲しみを訴える内容になる。そして、その悲 い立場 逆手にとって、悪い男をはめた上で、 「これが私たちの商売さ」と開き直る趙盼兒の行為は、観客のみならず、演じている妓女たちにとっても、痛快であるとともに その立場に対する深い悲しみをもう 秘めた のとなった 違いな 。こうして、妓女の立場に立つことによって、 「救風塵」は真 斬新 作品となり たのである。　「金線池」の場合は、閨怨と妓女の歎きによって組み立てられた雑劇といってよい 恋人が誠実であるにもかかわらず、杜蕊娘は相手を一方的に不実と決めつけ、怨み 歌を唱い続ける。これは、端的にいえばこの雑劇が、妓女をテーマにし 散曲 同じ内容のものを組み合わせて作られたもの ことを示す のである。散曲が閨怨を主たるテーマとする以上、ヒロインである妓女は男に対す 怨み 唱 続けねばならない。従って 「救風塵」の場合のよう は曲の内容は劇情と密着し い。ただ、観客は見知りの妓女が、例 如き たを雑劇の中で唱っているだけに、格別の違和感を覚えることはなか たかしれない。ここでは、現実の人物と 中の人物にあまり区別が付かなくなっていたのではな か。　では「博望燒屯」第一折で、諸葛亮が突然出世の危険性と退隠願望











































































れを逆転させることにより、パロディ的な効果をあげることを狙ったものであるに違いない。つま 「博望燒屯」のこのくだりは、退隠をテーマとした散曲を観客が知って ることを前提として作られているのである。この他にも、 続く【寄生草】などは、 「菜畦」は張養浩【寨兒令】 「綽然亭獨坐」 、 「老猿野鹿」は「山猿」 「野鹿」という形 やはり張養浩の 【雁兒落兼得勝令】 「薬炉経巻」 は貫石屏の 【村裏迓鼓】 「隱逸」 、 「竹籬茅舍人家」は盧摯の【沈醉東風】 「閑居」 、すべて退隠をテーマとする散曲に見える句によって構成されている。　
ここまで来れば、なぜ「博望燒屯」のこのくだりで、諸葛亮が不自









































































































同様のことは、 退隠をテーマとする作品にもいえる。 「陳摶高臥」 「七
里灘」のような退隠物、更には「竹葉舟」 ような神仙道化物に見える俗世を否定し、隠遁をよしとする曲辞は 当然散曲の重要テーマであった退隠物と深く関わり、む ろその内容 具体化として演劇化されたという側面 持つ。更に、こう た要素が歴史物や恋愛物 まで持ち込まれる可能性があることは さきに見た「博望燒屯」や「切鱠旦」の例が示す通りである。演じる役者や 演じられる場（観客 性格も含む）によってそのような要素は決定された 違 ない。 「博望燒屯」の内府本 おい さきに見たくだりがすべてカットさ いるのは、劇場から宮廷へと う演じられる場の変化 反映なのである　
おそらく他のジャンルの作品についても、ある程度までは同様のこ
とがいえるであろう。例えば、公案物でも「灰欄記」のような作品では、なぜ無実の罪に落とされようとする主人公は元妓女と設 ているのか。これは、 「救風塵」で唱われるような、堅気になった妓女の運命と関わるもので ないの 。あるいは、様々 梁山泊物 どの「緑林雑劇」で、なぜほとんど常にといってよいほど搽旦演じる悪女が現れ、多くは元妓女と設定されて る か。主人 の豪傑を演じのが『靑樓集』にいうように妓女であった す ば、それは妓女同士による絡みの面白さを狙っていたのではないか。こうした可能性は、
様々に考えることができるであろう。　
そして、これらの事実は、最初に提起した問題、即ちなぜ元代に突
然こうしたすぐれた演劇作品が生み出されたのかという問いに対する回答の一つともなりうるものである。このような作品は、妓楼に深く関わり、 楽戸の人 と密接に交わった人間にしか作るこ はできない。彼らは、ある意味では妓楼の宣伝に協力していたわけであり、いわば妓楼の身内ともいってよい存在だっ 違いない 「救風塵」のような作品は、 そうした 識なくしては生まれえないものである。そして、別論文で詳しく論じたように
＊
11、特に前期の作者についていえば、










































監司」を代表とする社会的散曲の存在である。おそらくは高い教養と政治意識を持った人々が散曲の制作に参加し、世俗的な事柄に関しては白話が文言より表現能力においてはるかにまさることを発見した結果、こうした作品が出現したのであろう。散曲と雑劇の間に密接な関係を見出し るとすれば、こうした散曲の出現が、雑劇において社会劇を出現させる契機 なった可能性も想定しうるであろう（無論逆の事態も考えられる） 。　
このように、 「元曲」と一括りにされながら、しばしば別個にとら

































































二〇一四） 「解説」 （小松執筆） 。
　
本論文は、平成二十六年度科学研究費助成事業・基盤研究（Ｃ）課
題番号二五三七〇四〇一「元・明・清における演劇と白話小説の関係に関する研究」の成果の一部である。 
（二〇一四年十月一日受理）
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